
熱中症による救急搬送件数が増加

（7/２１時点速報値）

７月の救急搬送件数 ８８件

過去最多の昨年度を上回るペースで増加

65歳以上の高齢者が約半数、屋内での熱中症が約４割

●エアコンを適切に使用。こまめに換気も
●のどが渇いていなくても、こまめに水分・塩分を補給

●暑い時は外出を控え、熱中症警戒アラート発表時は予防行動の徹底を

予防のポイント

（昨年同時期：７７件）
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クーリングシェルターの利用も

本庁舎（地下1階）

● 「熱中症特別警戒アラート」発表時に開放

熱中症による救急搬送件数が増加

● 本庁舎、環境部庁舎、総合支所（北野除く）

市民センターなど17施設

● 水分・塩分など、十分な備えを
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夏場も感染症予防を

新型コロナウイルス感染症や
夏かぜ(手足口病など)に注意

福岡県感染症情報HPから抜粋

新型コロナウイルス感染症の流行状況（福岡県）

厚労省HPから抜粋

感染症対策
忘れずに
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